
新型コロナウイルス感染防止対策チェックリスト（１．２号館） 

 チェック項目 チェック 備考 

（1）  出勤前に検温をしている ☐  

（2）  出勤時、１・２号館の玄関で手指の消毒をしている ☐  

（3）  出勤時に朝の体温を記入している ☐  

（4）  館に入ったら、流水と石鹸による２０秒以上の手洗

いをしている 

☐  

（5）  朝一番に館の換気をしている ☐  

（6）  朝のお茶出し準備や、調理作業の前には、手洗いと

手指消毒を行っている 

☐  

（7）  朝の送迎時、ご利用者が車両に乗る前に手指消毒を

していただいている 

☐  

（8）  送迎中は、必ず車内窓を開けている ☐  

（9）  送迎は、できるだけ隣り合わせで座らない配置を心

掛けている（３人席でなく２人にする、人数が少な

ければ対角線上に座って頂く、等） 

☐  

（10）  送迎は、なるべく事業所ごとの送迎を実施している ☐  

（11）  朝の送迎後、車の窓を開け通風し、手の触れる所の

消毒をしている 

☐  

（12）  ご利用者が館に到着した際、流水と石鹸による２０

秒以上の手洗いを指導している 

☐  

（13）  朝のバイタル測定後、使用後の体温計・血圧計を消

毒している 

☐  

（14）  朝の会終了後、使用した鉛筆を消毒している ☐  



（15）  午前中最低１回、できれば２回の室内の消毒を実施

している 

（玄関ドアノブ、手すり、スイッチ、パソコンのキ

ーボード、各種リモコン、携帯電話、椅子の手が触

れる部分、テーブル、平行棒、手の触れる棚、タブ

レット等） 

☐  

（16）  午前中、１回トイレ掃除（床含む）を行っている ☐  

（17）  午前中、常に館内の換気を行っている ☐  

（18）  機能訓練の途中で行う水分補給時、スタッフ自身の

手指を消毒してから麦茶の配布をしている 

☐  

（19）  機能訓練の途中で行う水分補給時、全ご利用者の手

指消毒をしてから配布をしている 

☐  

（20）  昼食前、流水と石鹸による２０秒以上の手洗いを指

導している 

☐  

（21）  流水による手洗いが困難な場合には、手指消毒用液

を、しっかりと１プッシュ手指になじませるよう指

導している 

☐  

（22）  昼休みに、洗面所のゴミ回収を実施している ☐  

（23）  午後、最低１回、できれば２回の室内の消毒を実施

している 

（玄関ドアノブ、手すり、スイッチ、パソコンのキ

ーボード、各種リモコン、携帯電話、椅子の手が触

れる部分、テーブル、平行棒、手の触れる棚、タブ

レット等） 

☐  

（24）  午後、常に館内の換気を行っている ☐  

（25）  午後、１回トイレ掃除（床含む）を行っている ☐  

（26）  おやつ前に、全員に手指消毒をしっかりと１プッシ

ュ手指になじませるよう指導している 

☐  

（27）  清掃時、床水拭きには次亜塩素酸ナトリウムを正し □  



い濃度（200ｐｐｍ、８㍑にキャップ１杯強）で使

用している 

（28）  清掃時、手指の触れる部分全体を消毒している 

（玄関ドアノブ、手すり、スイッチ、パソコンのキ

ーボード、各種リモコン、携帯電話、椅子の手が触

れる部分、テーブル、平行棒、手の触れる棚、タブ

レット等） 

□  

（29）  １日の終了後、使用した鉛筆、はさみ、色鉛筆等の

消毒を行っている 

☐  

（30）  掃除の際、荷物棚の消毒を行っている ☐  

（31）  夕方の送迎後、車の窓を開け通風し、手の触れる所

の消毒をしている 

☐  

（32）  希望者は、フェースシールドを使用できるようにす

る 

☐  

（33）  見学者、新規ご利用者には、体調チェックリストに

沿って体調確認を行っている 

☐  

（34）  定期病院利用者のなかで、クラスター感染が発生し

ている病院に通院している人には情報提供し、電話

受診や受診延期するよう促している 

☐  

（35）  業後のスタッフ同士での会話や、事務所での作業時

も、マスクを着用してなるべく距離を取る 

☐  

（36）  よけいな残業をせず、蜜を避ける努力をしている ☐  

（37）  ボールペンは各自のものを使用し、共用を避けてい

る 

☐  

（38）  スタッフとご利用者間で会話をする際、対面至近の

会話はなるべく避けるように意識している（横から

話しかける。同じ方向を向いて会話する等） 

☐  

（39）  ご利用者のお金、鞄、連絡帳を触った後はこまめに

手指消毒をしている 

☐  



（40）  館内でご利用者が発熱した場合や、強いだるさを訴

えられた場合、味覚嗅覚異常を訴えられた場合、息

苦しさを訴えられた場合の対処方法を知っている 

☐  

（41）  通所中の熱発の場合、３７．５℃以上はすぐにお送

りしている。 

３７．０～３７．４℃はその方の平熱や当日の気

候・服装・体調等を総合的に考慮し判断している 

☐  

（42）  トイレ使用時、流すときには便座のフタを閉めて流

している。また、ご利用者にもその旨指導している 

☐  

 

以上 

 


